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『スガナレル、あるいはコキュにされたと思った男』（初演 1660 年）、『亭主学校』（初演 1661 年）、
『女房学校』（初演 1662 年）、『石像の宴』（初演 1665 年）、『人間嫌い』（初演 1666 年）、『タルチュフ、
あるいはペテン師』（初演 1664、決定版 1669 年）、『守銭奴』（初演 1668 年）、『町人貴族』（初演
1670 年）、『女学者』（初演 1672 年）、『病は気から』（初演 1673 年）の 10 作品 9）をおおむね発表
順に検討していこう。
第一章：観察者としての理性



















































































































































































































































































































































































































1） 本稿は、2013 年 1 月に京都大学大学院文学研究科に提出した修士論文 « Les voix de la 
raison dans le théâtre de Molière : étude sur les conduites des personnages face à la folie 
des protagonistes » に加筆修正したものである。
2） « Premier placet présenté au roi, sur la comédie du tartuffe » Molière, Œuvres complètes, t. 




3） Ferdinand Brunetière, « Études sur le XVIIe siècle », Revue des deux mondes , 1890, p. 649-
687.
4） Émile Faguet, En lisant Molière , Hachette, 1914 や Gustave Michaut, Les Luttes de Molière , 
Hachette, 1925 など。
5） Ramon Fernandez, La Vie de Molière , Gallimard, 1929、Will G. Moore, Molière : A new 
criticism [1949], 2e éd., Oxford, Clarendon Press, 1962 など。
6） René Bray, Molière : homme de théâtre,  Mercure de France, 1954, p. 32.
7） ここでいう『タルチュフ、あるいはペテン師』とは 1669 年上演の決定版である。なおこの
版と 1667 年の第二版とに異同はほとんど無いとされている。
8） こ の 第 二 の 方 針 は、Michael Hawcroft, Molière reasoning with fools [2007], Oxford 




満たすものである。『才女気取り』（初演 1659 年）、『強制結婚』（初演 1664 年）、『ジョルジュ・














 13） Jean Mesnard, « Le Misanthrope, mise en question de l’art de plaire » [1972], repris dans 













 17） ŒC, t. I, p. 510, Scène 6. なお、注 9 のとおり、『女房学校批判』はモリエールが『女房学校』
における自身の作劇術を擁護・正当化するために作った作品であるため、登場人物の発言を
劇作家自身の意見と解釈するのは十分な妥当性がある。
 18） アンセルムの名はエリーズの結婚相手として 1 幕 4 場で早々に挙げられており、その後も結
婚をめぐる親子の攻防を通して常にこの存在を想起させられるため、結末における突然の介
入の違和感はかなり薄められている。
 19） Gérard Defaux, Molière ou les métamorphoses du comique : de la comédie morale au 
triomphe de la folie [1980], 2e éd., Klincksieck, 1992, p. 300.
 20） ここに見られるような賢愚の転倒や混沌といったモチーフは、モリエールの後期の活動を特
徴づけるコメディ＝バレエがその前身の宮廷バレエから受け継いだものである。
 21） Patrick Dandrey, Molière ou l’esthétique du ridicule,  Klincksieck, 1991, p. 187.
 22） Robert Garapon は、モリエールは後期の作品において、モラリストとしての抱負を放擲す
ることなく、一時期は遠ざけていた喜劇的強調やリズムを復活させていると指摘している。 
Le Dernier Molière : des Fourberies de Scapin au Malade imaginaire,  Société 
d’édition d’enseignement supérieur, 1977.
